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　はじめに

インド・太平洋に広く分布するミナミメダイ

Ariomma brevimanum (Klunzinger, 1884)（スズキ目

オオメメダイ科オオメメダイ属）（Last, 2001；中

坊・土居内，2013）は，体長 70 cm以上に成長し，

市場に水揚げされ，食用に供されることもある

（Bos and Gumanao, 2013；畑ほか，2016; Okamoto, 

2017；本研究）．本種は鹿児島県内においてはこ

れまで薩摩半島西岸，鹿児島湾，トカラ列島口之

島近海，および奄美群島与論島近海における分布

が確認されていた（畑，2014；畑ほか，2016, 

2017）．

2016–2017年の鹿児島県における魚類相調査に

おいて，奄美大島産のミナミメダイ 2個体が採集

された．これらの標本は奄美大島近海における本

種の標本に基づく初めての記録となるため，ここ

に報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Tabeta and Ishida (1975)にし

たがった．標準体長は体長と表記し，体各部の計

測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．ミ

ナミメダイの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された奄美大島産の標本（NSMT-P 131446）の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は国立科学博物館に保管されてい

る．本報告中で用いられている研究機関略号は以

下の通り：NSMT（国立科学博物館）；KAUM（鹿

児島大学総合研究博物館）；USNM（スミソニア

ン自然史博物館）．

　結果と考察

Ariomma brevimanum (Klunzinger, 1884)

ミナミメダイ　（Fig. 1; Table 1）

標本　NSMT-P 131446，体長 729.0 mm，鹿児

島県奄美大島近海（名瀬漁港で購入），2016年 10

月 28日，前川隆則；NSMT-P 131546，体長 742.7 

mm，鹿児島県奄美大島近海（名瀬漁港で購入），

2017年 7月 20日，前川隆則．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は前後方向に長い長楕円

形で，側扁する．体高は第 1背鰭第 7棘起部で最

大．体幅は胸鰭基底下端より僅かに後方で最大．

体背縁は上顎先端から第 1背鰭第 7棘起部にかけ

て緩やかに上昇し，そこから第 2背鰭基底後端に

かけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から

肛門前方にかけて緩やかに下降し，そこから臀鰭

基底後端にかけて緩やかに上昇する．尾柄部にお

いては体背縁と体腹縁のいずれも僅かに凹む．胸

鰭基底上端は鰓蓋後縁より後方に位置し，胸鰭基

底下端は腹鰭起部より前方に位置する．胸鰭後端

は尖り，第 1背鰭第 7棘起部直下と第 8棘起部直
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下の間に達するが，肛門には達しない．腹鰭起部

は第 1背鰭起部よりも僅かに前方に位置する．腹

鰭基底後端は第 1背鰭起部よりも僅かに後方に位

置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達しない．

第 1背鰭起部は胸鰭基底上端および腹鰭第 1–2軟

条起部直上に位置し，第 2背鰭基底後端は臀鰭基

底後端直上に位置する．背鰭棘は第 3棘，または

第 4棘が最長．背鰭軟条は第 2軟条が最長．臀鰭

起部は第 2背鰭第 3軟条起部直下に位置する．尾

鰭は二叉型で，深く湾入する．眼は大きく，頭長

の 19.6–20.3%．眼と瞳孔はともに正円形．鼻孔

は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，吻端

に位置する．前鼻孔は正円形を呈し，後鼻孔は背

腹方向に長い楕円形．両鼻孔に皮弁は無い．口は

小さく端位．上顎後端は丸みを帯び，眼の前縁直

下に達しない．前鰓蓋骨と鰓蓋骨後縁はともに円

滑．前鰓蓋骨屈曲部は後方に伸長する．鰓耙は細

長い．鰓弁は細長いフィラメント状．肛門は前後

方向に長い楕円形を呈し，臀鰭起部前方に開孔す

る．背鰭前方鱗被鱗域の先端は両眼の後端を結ん

だ線にはるかに達しない．両顎には小円錐歯が 1

列に並ぶ．鋤骨，口蓋骨，および舌上には歯がな

い．側線は完全で，鰓蓋上方から始まり，体背縁

と平行に尾鰭基底にかけて入る．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から側線よりも

上方の体側上部にかけては茶色がかった暗い紫褐

色．体側中央から体腹面にかけては銀白色．体側

中央には瞳孔径とほぼ同じ太さの鶯色縦帯が鰓蓋

後方から第 2背鰭基底後端直下にかけてある．背

鰭各棘は灰白色を呈し，第 1背鰭の各棘間の鰭膜

は暗い茶褐色．第 2背鰭は灰白色を呈し，縁辺部

は暗褐色．胸鰭は灰白色を呈し，後縁下部と上縁

は黒色．腹鰭各鰭条は茶褐色を呈し，鰭膜は白色．

腹鰭後部は黒色．臀鰭は白色を呈し，下縁は黒色．

尾鰭は灰白色を呈し，両用の中心部は淡い鶯色．

虹彩は銀色で，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　本種は紅海，インドネシア，南シナ海，

フィリピン，マリアナ諸島，日本，およびハワイ

諸島における分布が報告されている（Jordan and 

Snyder, 1907; Fowler, 1923； 久 新 ほ か，1982; 

Karrer, 1984; Ajid and Mahasneh, 1986; Last, 2001; 

Ho et al., 2010, 2013；中坊・土居内，2013; Bos 

and Gumanao, 2013; Chen and Zhang, 2015; 

Okamoto, 2017；本研究）．国内では神奈川県三浦

市三崎，三重県志摩市，和歌山県串本町，高知県

土佐湾，大分県豊後水道，熊本県天草，鹿児島県

薩摩半島西岸，鹿児島湾，トカラ列島口之島，奄

美群島与論島，および沖縄県沖縄島から記録され

ていたが（中坊・土居内，2013；畑，2014；畑ほ

か，2016, 2017），本研究によって新たに奄美大島

近海における分布が確認された．

備考　奄美大島産の標本は，鋤骨と口蓋骨が

無歯であること，尾柄側面に低い隆起線が 2本あ

ること，背鰭と臀鰭の軟条数がそれぞれ 15と 14

であること，および体側鱗は薄く，剥がれやすい

円鱗であることなどが Haedrich (1967)や Haedrich 

and Horn (1972)によって定義された Ariomma属，

Last (2001)によって定義されたオオメメダイ科

Fig. 1. Fresh specimen of Ariomma brevimanum. NSMT-P 131446, 729.0 mm standard length, Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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Ariommatidaeの標徴とよく一致した．オオメメダ

イ科はオオメメダイ属 1属からのみなる（Haedrich, 

1967; Haedrich and Horn, 1972; Last, 2001）．奄美大

島産の標本は体高が体長の 22.7–24.6%であるこ

と，眼窩径が頭長の 19.6–20.3%であること，前

鰓蓋骨屈曲部が後方に伸長すること，および胸鰭

軟条数が 23 であることが Haedrich (1967) や

Haedrich and Horn (1972)の報告した A. evermanni 

Jordan and Snyder, 1907と Last (2001)や中坊・土

居内（2013）の報告した A. brevimanumの標徴と

よく一致した．なお，A. evermanniは現在，A. 

brevimanumの新参異名とされている（Karrer, 

1984）．

Last (2001) と 中 坊・ 土 居 内（2013） は A. 

brevimanumの標徴として，背鰭前方鱗被鱗域の

先端が両眼の後端を結んだ線に達することを挙げ

た．しかし，奄美大島産標本の背鰭前方鱗被鱗域

の先端は，両眼の後端を結んだ線に達しない．本

研究においては，奄美大島産の標本のその他の形

質 が Haedrich (1967), Haedrich and Horn (1972), 

Last (2001)，および中坊・土居内（2013）が挙げ

た標徴に一致したため，ミナミメダイに同定した

ものの，この差異が種内変異であるのかは，大型

個体の精査を含めた検討を要する．さらに，本研

究の奄美大島産標本（NSMT-P 131446）では生鮮

時，体側に鶯色の縦帯がみとめられたが，こうし

た色彩は畑（2014）と畑ほか（2016, 2017）で報

告された個体では確認されなかった．ミナミメダ

イの色彩の変化や，生態に関する知見は極めて乏

しく，こうした色彩の差異に関しても，二次性徴

Non-type specimens Holotype of
Ariomma evermanni

Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, Japan Honolulu, Oahu Island, 
Hawaii

NSMT-P 131446 NSMT-P 131546 USNM 57783
Standard length (SL; mm) 729.0 742.7 152.8
Counts
  Dorsal-fin spines 10-1 10-1 11-1
  Dorsal-fin rays 15 15 15
  Anal-fin spines 2 2 2
  Anal -fin rays 14 14 15
  Pectoral-fin rays 23 23 24
  Pelvic-fin spines 1 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5 5
  Upper gill rakes 9 9 9
  Lower gill rakers 20 20 20
  Total gill rakers 29 29 29
  Lateral-line scales 50 52 51
Measurements (%SL)
  Head length (HL) 25.3 24.6 Broken
  Width at upper pectoral-fin base 14.1 14.7 14.0
  Depth at middle of dorsal-fin base 24.6 22.8 21.9
  Distance from pelvic-fin origin to anal-fin origin 35.7 35.0 33.6
  Distance from snout to first dorsal-fin origin 31.3 31.3 36.9
  Distance from snout to second dorsal-fin origin 61.4 60.6 61.0
  Distance from snout to upper pectoral-fin base 26.8 25.5 31.3
  Distance from snout to anus 31.8 30.9 63.1
  Distance from snout to anal-fin origin 65.9 64.4 65.8
  Snout length 7.9 7.6 9.1
  Upper-jaw length 6.8 5.4 7.5
  Interorbital width 7.7 7.3 8.5
  Postorbital length 11.9 11.9 13.1
  Caudal-peduncle depth 5.6 5.2 5.1
  Caudal-peduncle length 10.7 11.9 9.8
  Length of longest spine of first dorsal fin 12.8 12.5 Broken

Table 1. Counts and measurements of specimens of Ariomma brevimanum.
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によるものなのか検討が必要である．

Ariomma brevimanumの日本における分布状況

については畑ほか（2016, 2017）によって詳述さ

れている．それ以降，本種の日本国内における記

録はない．したがって，記載標本は奄美大島近海

における本種の初めての記録となる．

比 較 標 本　 ミ ナ ミ メ ダ イ：USNM 57783, 

Ariomma evermanni のホロタイプ，体長 152.8 

mm，ハワイ・オアフ島ホノルル，D. S. Jordan．
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